
１
月
21
日
、
春
日
部
革
新
懇
は

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
ぽ
ぽ
ら
）

で
九
条
の
会
事
務
局
長
の
小
森
洋

一
氏
を
講
師
に
「
大
軍
拡
Ｎ
Ｏ
！

平
和
を
築
く
」
と
題
し
て
講
演
会

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

小
森
氏
の
講
演
の
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

元
旦
の
能
登
半
島
地
震
で
、
周

辺
に
狙
い
撃
ち
す
る
か
の
よ
う
に

つ
く
ら
れ
た
原
発
に
関
す
る
情
報

が
一
切
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
何

も
な
い
は
ず
は
な
い
。
国
民
に
知

ら
れ
た
く
な
い
事
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
自
衛
隊
の
出
動
が
な
ぜ
遅
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

１
月
２
日
の
羽
田
の
航
空
機
事

故
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
。
な
ぜ
真

相
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
の
か
。

自
民
党
の
派
閥
の
パ
ー
テ
ィ
ー

券
を
１
０
０
枚
も
２
０
０
枚
も
買
っ

て
い
る
の
は
誰
か
。

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と

の
疑
問
を
並
べ
る
と
、
そ
こ
か
ら

政
治
の
真
実
が
見
え
て
き
ま
す
。

羽
田
の
航
空
機
事
故
は
、
海
上

保
安
庁
が
能
登
地
震
の
被
災
地
に

物
資
を
運
ぶ
た
め
に
許
可
を
得
て

い
た
、
と
唯
一
生
き
残
っ
た
機
長

が
証
言
し
て
い
ま
す
。
日
航
機
は

ロ
ッ
キ
ー
ド
社
製
で
ロ
ッ
キ
ー
ド

社
製
の
航
空
機
は
次
々
と
事
故
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。
制
御
不
能
の

欠
陥
機
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
２
次
安
倍
政
権
ま
で
は
「
自

衛
隊
と
米
軍
が
一
体
と
な
っ
て
軍

事
行
動
を
行
う
こ
と
は
憲
法
上
認

め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
政
府

見
解
で
し
た
。
し
か
し
、
第
２
次

安
倍
政
権
が
「
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
」
を
閣
議
決
定
し
、
安
保

法
制
が
強
行
さ
れ
、
戦
争
す
る
国

づ
く
り
が
一
気
に
加
速
し
ま
し
た
。

安
倍
派
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
大

量
に
購
入
し
て
い
る
の
は
間
違
い

な
く
軍
需
産
業
で
す
。
岸
田
政
権

で
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
」

を
か
か
げ
て
、
南
西
諸
島
に
次
々

と
基
地
を
作
り
、
攻
撃
力
の
強
い

兵
器
の
購
入
で
、
軍
需
産
業
に
は

パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
比
で
は
な
い
見

返
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

九
条
の
会
が
で
き
た
当
時
は

「
憲
法
を
変
え
た
ほ
う
が
い
い
」

と
答
え
る
人
が
62
～
63
％
で
改
憲

賛
成
が
多
数
派
で
し
た
。
全
国
に

九
条
の
会
が
つ
く
ら
れ
「
憲
法
９

条
を
守
ろ
う
」
と
運
動
を
広
げ
た

こ
と
で
、
今
で
は
「
憲
法
９
条
は

変
え
な
い
ほ
う
が
い
い
」
と
答
え

る
人
が
多
数
派
に
な
り
ま
し
た
。

政
治
の
真
実
を
見
極
め
、
世
論

と
運
動
を
広
げ
、
平
和
を
守
る
た

め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
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旧
大
塚
家
具
か
ら
東
武
鉄
道

線
路
ま
で
の
、
春
日
部
駅
西
口

周
辺
の
中
央
一
丁
目
地
区
で
は
、

２
０
０
８
年
か
ら
再
開
発
に
向

け
た
勉
強
会
を
は
じ
め
、
２
０

１
４
年
に
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
準

備
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
地
区
全
体
で
一
つ
の

大
き
な
建
物
と
す
る
方
向
で
し

た
が
、
合
意
形
成
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
、
事
業
費
が
巨
額
と

な
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

そ
こ
で
、
地
権
者
の
意
見
を

踏
ま
え
、
地
区
全
体
を
３
～
５

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
段
階
的

に
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
２
０
２
３
年
に
地
権
者

の
代
表
で
世
話
人
会
を
設
立
し
、

事
業
区
域
の
再
編
を
開
始
、
計

画
区
域
推
進
区
域
（
案
）
に
つ

い
て
地
権
者
全
体
へ
の
説
明
と

合
意
を
進
め
、
２
０
２
４
年
４

月
を
目
途
に
計
画
区
域
推
進
区

域
ご
と
に
準
備
組
合
の
設
立
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
２
０
２
１
年
に
地
権

者
と
と
も
に
「
ま
ち
づ
く
り
方

針
」
を
策
定
。
①
誰
も
が
安
心
・

快
適
に
歩
い
て
回
り
、
ゆ
っ
た

り
過
ご
せ
る
、
愛
着
の
持
て
る

居
場
所
づ
く
り
②
豊
か
な
日
常

を
創
出
し
、
何
度
も
訪
れ
た
く

な
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
目
的

地
づ
く
り
③
多
様
な
人
々
の
交

流
を
生
み
出
し
、
ま
ち
を
育
む

拠
点
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
ま
す
。

世
話
人
会
は
、
２
０
２
４
年

度
中
の
地
区
計
画
策
定
な
ど
を

市
に
要
望
し
、
議
会
も
地
区
計

画
・
交
通
計
画
の
策
定
を
市
長

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
資
材
の
高
騰
な
ど
で

困
難
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
２

０
３
１
年
の
鉄
道
高
架
完
成
に

合
わ
せ
再
開
発
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
地
権
者
の
声
を
聞
き
な

が
ら
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター℡735-1261（土・日・祝の昼間と夜間毎日）内・外小児救急電話相談＃7119
１/２８(日) 内科系 みくに病院（下大増新田97-1）☎737-1212 小児科系 竹田クリニック（武里

団地3-23-103）☎735-4501 外科系さだまつ眼科クリニック（谷原新田2213-1）☎731-5040

２/ ４(日) 内科系 大川医院（備後西3-1-5）☎734-3121 小児科系 一ノ割クリニック（備後東1

-28-22）☎731-1771 外科系 杉浦眼科・豊春分院（上蛭田259-2）☎754-2333

鉄
道
高
架
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成
に
合
わ
せ
再
開
発
推
進

中
央
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

西口駅前広場駅前複合ゾーン商業・教育・文化等ゾーン

居住等複合ゾーン

歩行者動線

対象地区

広 場 駅前広場

基盤整備により、にぎわいや

歩行者の滞留を創出するエリア


